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【目的】インフルエンザA(HlN1)pdmO9(pdmO9)感染は、気管支喘自患者で鋳型気管支炎などの急速な呼吸障害を引

き起こした。重症化の病態として、maixmetal]oproteinase・9(M[MP・9)およびtissueinhibitOrof

meta皿oproteinases'1(皿MP・1)に着目し、気管支喘息モデルマウス(喘息マウス)を用いて検討した。

【方法】BAIB/cマウスにovalbum血の皮下注射および吸入を行い、喘怠マウスを作製した。pdmO9およびAIPuerto
RicoX8!34(PR)(いずれもマウス馴化㈱を喘息マウス、対照マウスにそれぞれ経鼻感染させた後3日と7日に検体採取

購管髄醐瞳)および蝉皿・9,㎜・1激を測定し煽欄はMMP・9と㎜・1醗

現を免疫染色で評価した。気管支はooeludin、気管分泌物はMUC1とMUC5ACの免疫染色で評価した。

【結果】pdmO9鹸島慰マウスは、重症な肺炎と気管内分泌物を多量に認めた。MMP・9と皿MP・1はBALF、血清

ともにpdmO9とPR感染後に上昇し、免疫染色は肺炎部や血管、気管支で高発現した。さらにpd皿09感染喘息マウス

の気管支内分泌物には好中球や好酸球を認め、MUC1とMMP・9が高発現した。また、oealudinの発現は、pdmO9感

染喘息マウスで低下した。

【結論】pd皿09感染喘息マウスで重症肺炎、多量の気管内分泌物、MMP・9の発現を認めた。気管内分泌物の構成成分
は鋳型気管支炎に類似しており、MUC1やMMP・91よその病態に関与している可能性がある。

本研究は、A(HIN1)pd皿09に感染した喘Mマウスにおいて、重症肺炎や鋳型気管支炎合併の機序について初めて報告
した論文である。よって、学位論文として価値あるものと認める。
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